
美しい日本農村に学び、守り育て創る 
環境共生の知恵・地域固有の文化を継承する 

2008-2009年度農村計画委員会活動報告 
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中山間農村地域 

総面積：６５％ 

総人口：１４％ 

耕地面積：４３％ 

農業産出額：３８％ 

朝日新聞社「世界の地理」No.39 

農村計画委員会が対象とする地域 
 

人間居住の２類型（都市・村落）のうち 
都市に食料、水、空気などを供給する 

村落 

対象地域の基本的な特性 
・経済発展の犠牲となった都市域の余白 
・自然環境と一体となり形成された空間 
・民俗文化の相対的に色濃く残る地域 2 



農村計画委員会組織 
農村計画メンバー／推薦＋公募／およそ120名 

被災集落支援計画小委員会／12名 

農村居住小委員会／14名 

集落共生デザイン小委員会／12名 

田園空間計画小委員会／13名 

中山間地域組織小委員会／11名 

ルーラルネット 
WG 

アジア農村 
フォーラムWG 

0８年度改組 

農山漁村景観保存小委員会／10名 

本委員会／70歳定年・2期4年／35名 
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農村計画委員会の特徴的な活動 

基本的な性格： 
 ・全国の建築系農村計画研究者の交流のプラットフォーム 
 ・農村計画学会、農村建築研究会との連携 
 ・ 各小委員会による公開研究会の地方開催（地方会員との交流） 

大会運営： 
 ・若手研究者育成のための司会者による「セッション講評」と「一押し梗概」の推薦・   
  公表 
 ・大会後の農村建築研究会主催による現地研修旅行 

定例的な催し物 
 ・１９８５年以来継続している春季（または秋季）学術研究会の開催 
 ・２００５年から開催している関東支部との共催による「農村計画研究の新しい動き」 
  （支部研究発表会と連動） 
 ・韓国農村建築学会との国際学術交流：アジア農村フォーラムＷＧ 
  （１９９１年から非公式に始まり２００１年からは相互訪問により現地研究会を開催） 
  4 
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１． 
０５年度以降の『農山漁村における災害復旧支援特別研究委員会』など、農村
計画の立場から会員外や地元の多様な関係者との協力・協同のもと、農山漁
村集落における災害復興計画支援を進めてきた。 
 
２． 
今期は、主として福岡県西方沖地震（０５）における玄界島復興計画の立案・実
施過程に関与し復興計画案（マスタープランや戸建住宅の建設計画、公営住
宅のプラン）の提示を行ってきた。また、震災前後の島での生活と生活空間の
農村計画的視点からの調査研究を進めてきた。 
 
  日本建築学会技術部門設計競技アイデアコンペ（０６） 
  福岡県西方沖・玄界島復興での戸建住宅計画の報告・検討会（０７） 
  玄界島復興事業見学検討会（０８） 
  福岡市玄界島復興担当者・計画コンサルとの事業評価検討会（０９） 
  玄界島住民組織・島づくり委員会との現地交流及び住宅・住環境調査（０９） 
  岩手・宮城内陸地震被災地の視察調査（09）  

被災集落復興計画小委員会 
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復興事業後の居住地と調査対象住宅の位置 

復興事業後の玄界島 

被災集落復興計画小委員会 
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家族構成 
・主人 
・妻 
・母 
・長男 
・次男 

震災前と復興後の住宅平面の比較 

震災前（No.04） 

復興後（No.04） 

震災前：戸建て 
   ↓ 
   復興後：集合住宅 

被災集落復興計画小委員会 
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３． 
再興しつつある地元住民・組織と、構築してきた信頼関係をさらに強め、震
災復興計画のひとつのあり方を学術的意追求する。同時に、中越地震な
どこれまで取り組んできた復興計画の検証もあわせて進めていく。 
 
４． 
集落再建に向けた計画提言・研究の成果を取りまとめ公開する 
(１０年大会ＰＤ「被災集落復興と生活再建、集落再生の現状と展望」など)。 
 

委員構成 
河野泰治〔主査〕（福岡大学） 
後藤隆太郎〔幹事〕（佐賀大学） 
伊藤庸一 （日本工業大学） 
重村力  （神戸大学） 
西村伸也 （新潟大学） 
塩崎賢明 （神戸大学） 
澤田雅浩 （長岡造形大学） 

加藤仁美 （環境デザイン研究室） 
岡田知子 （西日本工業大学） 
石丸紀興 （広島国際大学） 
浅井秀子 （鳥取短期大学） 
寺澤秀忠 （一級建築士事務所抄拓） 
田代久美 （宮城大学） 
 

被災集落復興計画小委員会 
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 中山間地域組織小委員会 
○活動目的 
  農村計画分野の緊急課題のひとつに中山間地域問題があります。 

 少子・ 高齢化および過疎化が進行する中山間の農山村地域は、地域再生産機能を 
 失いつつあります。一方で、NPOをはじめとする新たな組織的資源の活用、創成という 

 ソフト分野から中山間地域の再構築の方途を探る動きも数多くでてきています。 
  本小委員会は、このような組織による地域経営・構築環境のあり方を展望し、 

 農山村地域におけるNPO参画にもとづく地域経営計画論の提示を目標に活動。 
 
○委員構成の考え方 
 NPO論・パートナーシップ論、社会組織論、伝統文化論を専攻する研究者・計画者、 
 及び、中山間地域組織で地域づくり活動を実践している担当者・その支援者、等。 
 
○活動のキーワード 
 地域自治、コミュニティ、空間・資源管理、居住環境、産業振興、グリーンツーリズム、 
 伝統文化の保全と活用、防災・復興、遊休施設活用、学校と地域の連携、環境教育、 
 廃校舎利活用、等 
 
○2008-2009年度メンバー構成 
 主査：斎尾直子（筑波大学），幹事：栗原伸治（日本大学），三橋伸夫（宇都宮大学，農村計画委員長), 
 金俊豪（宇都宮大学），齋藤雪彦（千葉大学），鎌田元弘（千葉工業大学），前田真子（広島工業大学）, 
 山下仁（農村工学研究所），大和田清隆（都市防災研究所），田代久美（宮城大学），山口忠志（ミカミ） 
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○2008-2009年度活動 
 
１）新潟県長岡市（旧小国町）中山間地域組織先進事例『NPO法人MTNサポート』との連携 
  集落経営の意見交換や合同研究会の開催、共同研究の実施、 
  中山間地域組織へのコンサルタント等 
 
  ・平成20年度「集落システムの構築にかかわる実態調査」 

  ・平成21年度「新しいコミュニティ（小さな役場）による地域経営調査」 
  ・平成21年度「小国町太郎丸集落復興デザイン策定調査」 
 
２）都市計画委員会との共催によるパネルディスカッションの開催 
  中山間地域組織小委員会 × キャンパス・地域連携小委員会 共催 
  ・PD「農山村地域と大学の共創まちづくり・むらづくり」（2009年8月28日） 
 
３）公開研究会の開催： 
  国交省・農水省、自治体等の中山間地域担当、中山間地域組織運営者、 
  農村計画研究者、建築実務者との意見交換会 
 
  ・「農山村地域における『新たな結(ゆい)』の機能と役割をさぐる」（2009年5月23日） 
 
  ・「中山間地域における地域組織形成のゆくえ-市町村合併後の小さな村役場づくり-」 
                                          （2010年2月6日） 

中山間地域組織小委員会 
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中山間地域組織小委員会 

市町村合併後、多くの中山間地域を抱える町村域 
      → 従来の公共サービスのスリム化 
      → 住民主体の地域組織による “小さな村役場” づくりの動き  

小委員会で、新たな地域経営方法論、調査研究とサポート 

集落経営の未来を探るワークショップ の企画・実施 （旧町33集落範域の継続性実証） 

2010年度〜 「農山村地域組織形成小委員会」として新規スタート 
 
  ○市町村合併後の旧町村における“小さな村役場” づくり 
     全国、国内外の事例収集とネットワーク化 
  ○地域独自の集落経営方法論、さらなる展開 
  ○農山村居住の現代的価値形成、今後の多拠点居住の可能性検討 12 



農山漁村景観保存小委員会 

「文化的景観」 
2005年文化財保護法改正（文化的景観の規定導入）  
UNESCO世界遺産では1992年から 
 
文化的景観の保全計画の作成立案、保全活動の実施に関する先駆的事例の
研究。特に、地域づくりとしての持続性の高い取り組みとなる可能性および現在
課題の議論 
 
2008年度建築学会大会において 
 ＰＤ：「ただならぬ普通」の再発見 を企画・運営 
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小委員会の活動 

 
① 事例地の調査・研究、自治体担当者、住民団体との交流 

② 出版準備・執筆・編集 → 次ページ 
③ 文化的景観情報ポータルサイト立ち上げの検討 
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    農山漁村景観保存小委員会 
     小委員会の特徴 

 
      ・委員会による全国事例の 

       直接訪問調査・交流   

 

 

 

 
             ・先駆事例への参画者が委員 
               ：委員が計画に関与している事例地 

             ・継続的事例研究者が委員 
               ：委員が研究交流している事例地 

                

委員構成 
神吉紀世子（京都大） 
小浦久子（大阪大） 
宮川智子（和歌山大）           
工藤和美（明石高専） 
平田隆行（和歌山大） 
福島綾子（九州大） 
中尾史郎（京都府立大） 
熊野稔（徳山高専） 
植田暁（景観ネットワーク） 
川口友子（農村開発企画 
       委員会） 
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「（仮題）未来の景を育てる挑戦－農山漁村の地域づくりとしての文化的景観」 
 
  委員・委員会による調査／研究事例地一覧 ⇒ この実績から抽出・整理して編集 
 
 
■世界遺産（文化的景観） 
 紀伊山地の霊場と参詣道（和歌山県・三重県・奈良県） ※１ 
 石見銀山遺跡とその文化的景観（島根県） 
■国選定重要文化的景観 
 アイヌの伝統と開拓による沙流川流域の文化的景観（北海道） 
 遠野荒川高原牧場（岩手県）  ※２ 
 近江八幡の水郷(滋賀県） 
 高島市海津・西浜・知内の水辺景観（滋賀県） 
 宇治の文化的景観（京都府） 
 遊子水荷浦の段畑（愛媛県）                       ※１ 紀伊山地（熊野古道沿道集落） 

 四万十川流域の文化的景観 （高知県） 
■文化的景観 自治体による調査・立案実施中事例 
  （文化庁モデル事業など） 
 中標津の格子状防風林（北海道 
 日根荘の文化的景観（大阪府） 
 稲美のため池群（兵庫県） 
 明日香村（奈良県） 
 五島の文化的景観（長崎県） 
■海外事例 
 ボロブドゥール（インドネシア）、フィリピン、ドイツ等            ※２ 遠野物語の舞台 

委員会成果による書籍出版の準備中（執筆中） 

農山漁村景観保存小委員会 
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集落共生デザイン小委員会 
 
 
2008年度の活動 
 
09年度の大会（東北）農村計画部門
研究協議会企画とその準備 
 ・テーマの設定 
 ・メンバーの検討 
 
 
2009年度の活動 
 
・研究協議会資料の作成 
・研究協議会の実施 
  60名の参加を得られた 
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集落共生デザイン小委員会 

委員構成 
伴丈正志（長崎総合科学大） 
伊藤庸一（日本工大） 
岡田知子（西日本工大） 
重村 力（神奈川大） 
瀬沼頼子（昭和女子大） 
川窪広明（大手門大） 
後藤隆太郎（佐賀大） 
山崎義人（兵庫県立大） 
大沼正寛（東北文化学園大） 
金城正紀（東京芸大） 
田代久美（宮城県立大） 
加藤仁美（加藤仁美環境デザイン研）  
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     都市近郊・田園の地域像の共有とそれを支える都市農村 
    計画制度についての提言を行うための枠組みづくり 

１．「図」と「地」とを整合させた地域像の措定 

２．現行法及び各地の土地利用計画制度の適用実態の検証 

３．都市近郊・田園地域の類型化例えば収入と社会維持コストの負担とのＺ軸による       
都市と農村の類型化 

４．計画の実効性を左右する住民による地域管理・地域経営の事例収集・分析 

５．研究者・行政担当者などの意見交換をふまえ「都市農村計画制度」の提言作成 

田園空間計画小委員会 
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     「図」と「地」とを整合させた地域像                                    
 
 
 
 
 
 
 
               と 

道路か建物などの人工物＝「図」 

農地・ため池・雑木林・集落などの国土性＝「地」 

と 

との調和 

田園空間計画小委員会 
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田園空間計画小委員会 

 
 

         土地管理・地域経営の事例 
 

   江の川流域や雲出川流域の山・川・海ネットワークによる広域協働管理 

        長野県飯島村・宮田村での集落営農による土地利用管理 

           北海道での優良田園住宅による農村活性化 

           大阪府農空間保全条例による都市農地の維持 

          栃木県茂木町の資源循環システムによる森林維持 

委員構成 
岩田俊二（三重短大）、高橋隆博（地域建築設計工房）、浦山益郎（三重大）、加藤正之（加藤
正之建築研究所）、川嶋雅章（明治大）、岸本充弘（Infection Net）、斎尾直子（筑波大）、斎
藤雪彦（千葉大）、坂本淳二（広島国際大）、藤沢直樹（日大）、前田真子（広島工大）、星勉

（ＪＡ総研）、柳田良造（岐阜市立女子短大）                   

高知県いの町の森（もり）業の復活 
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田園空間計画小委員会 

都市近郊・田園地域の達観的な類型例 
 

21 

２０１０年度大会において研究協議会（仮テーマ：「地域資源管理から地域空間管理へ 
～新たな地域空間戦略の構築」）を企画・運営の予定 



集落居住小委員会 

委員構成 
山崎寿一（神戸大学＝主査）、山崎義人（兵庫県立大＝幹事）、篠部裕（呉高専） 
熊野稔（徳山高専）、木下勇（千葉大）、高橋隆行・戸田敏行（東三河地域研究センター）、 
沼野夏生（東北工大）、金木健（石川高専）、中島熙八郎（熊本県立大）、藍澤宏（東工
大）、森川稔（滋賀県立大）、村本徹（名寄大）、大和田清隆（都市防災研） 

小委員会のねらい 
国土形成、国土管理や都市と農村との共生の観点から、現代の多様な農村
居住に焦点を当て、新たな農村計画の可能性、持続可能な地域社会と環境
の形成における役割と可能性を調査研究する 
 
主な活動 
 ・新しい農村居住のカタチに関する論集の刊行 
 ・都市と農村のマルチハビテーションに関する意見交換会の開催 

22 

・2008年度建築学会大会において 
 研究協議会：「農村の新しいガバナンスが創る国土」を企画・運営 



 

農村計画委員会組織 
農村計画メンバー／推薦＋公募／およそ120名 

本委員会／70歳定年・2期4年／35名 

集落復興再生小委員会／ 
（旧：被災集落支援計画） 

農村環境共生小委員会／ 
（新設） 

集落居住小委員会／ 
（旧：集落居住＋集落共生デザイン） 

国土計画小委員会／ 
（旧：田園空間計画） 

農山村地域組織形成小委員会／ 
（旧：中山間地域組織＋集落居住） 

ルーラルネット 
WG 

アジア農村 
フォーラムWG 

10年度改組 

農山漁村文化景観小委員会／ 
（旧：農山漁村景観保存） 

災害復興 
 定住 

ＮＰＯ 
連携 

文化景観 

環境共生 
生物多様性 

住居 
集落 

土地利用 
空間管理 23 
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